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学位論文の主論文として、「Corrosion behavior of titanium in formic acid, oxalic 
















































ウ酸の 128 mmol/L 水溶液で、シュウ酸では 64 mmol/L 水溶液を追加している。歯科
用純チタン（JIS2 種）を鋳造して作製した試料を浸漬液に３週間浸漬し、試料表面
の色、化学的結合状態と微少構造、および試料の重量、浸漬溶液中への溶出を解析
した。 
 その結果は、チタン変色の程度は試料表面の酸化被膜が厚いほど顕著なこと、
128mmol/L シュウ酸溶液に試料を浸漬した時にはチタン溶出量（1.963ppm/cm2）は同
濃度乳酸溶液浸漬時の約４倍に相当し、さらに試料重量の有意な減少と研磨表面の
粗造化を認めた。一方、ホルムアルデヒドに浸漬した試料の表面色の変化と酸化被
膜の肥厚は軽微で、重量変化と溶出はともに検出限界以下であった。 
 申請者は、これらの結果は、試料をシュウ酸に浸漬した時には水素発生形腐食と
これを上回る酸素拡散形腐食がチタン表面に起こり、ホルムアルデヒド浸漬時には
軽微な酸素拡散形腐食が生じたものであると考察し、これら化学物質とチタンとの
接触が口腔内でも起こりうると指摘した。 
 
 
 上記審査委員は、本研究で得られた知見は今後のチタンアレルギーやチタン不適
応症例の臨床と歯学の発展に貢献するものと評価し、本論文が博士（歯学）の学位
論文に値するものと認めた。 
 
 
 
 
